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プリカチューブ及び同附属品における JIS自己適合宣言について 
 
1．当社製品の JIS適合表示 
当社では、製品の JIS規格への適合を「自己適合宣言」で行っています。 
又、製品上または包装ラベルには、JISマークの代わりに次の表示を行っています。 

・プリカチューブ：JIS C8309に適合 
・プリカチューブ附属品：JIS C8350適合 
 
2．JIS自己適合宣言について 
自己適合宣言による JIS適合証明は、工業標準化法の改正により平成 17年 10月以降認められている

ものです。 
添付資料－1 は、平成 17 年以降の制度をフローで表したものですが、赤点線枠内にあるように認証

事業者による JISマーク表示と JIS自己適合宣言する 2通りの方法があり、どちらも工業標準化法で認
められたものです。 
 
自己適合宣言は、JIS Q 1000「適合性評価－製品規格への自己適合宣言指針」に基づき宣言しますが、
この指針の適用範囲は次のとおりです。 

 
1．適用範囲	
 この規格は，供給者が日本工業規格（以下，JIS という。）への適合を証明する
場合の自己適合宣言に対する一般要求事項について規定する。・・・略・・・。 

JIS Q 1000にて、JIS適合の証明方法として自己適合宣言があることが明記されています。 
 
JIS Q 1000「適合性評価－製品規格への自己適合宣言指針」の解説では、（1）新 JISマーク制度で自己
適合宣言が可能になったこと、（2）自己適合宣言品といっても JISマーク表示品と同様に試買検査の対
象であること、（3）適切な自己適合宣言を行うために支援文書の作成と自己適合宣言書の作成を前提条
件にすることが記述され、自己適合宣言は信頼性のあるものでもあります。（添付資料－2） 

 
3． JISマーク品との品質の差異はありません 
自己適合宣言を行うことは、自社ですべての品質を保証しなければなりません。そのためには最低で

も JIS試験を行うための試験設備を保有していることも必要となります。第三者機関に試験を行っても
らう場合に比較して、お客様のニーズに対応した細かい試験データを得ることもできますので継続的な

品質向上にも寄与していると言えます。又、性能が JIS規格を満足しているだけでなく、品質の作りこ
みや安定的に性能を維持していくことが重要となりますが、当社は ISO9001 認証を全社で取得してお
り品質を工程で作りこむ仕組みに対して外部審査機関の審査を毎年受けております。 
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